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二ホンザルオスの生殖槻能の季節変動
0′ 及び性成熟
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第1図 タイワンザル桃子の全形 (×1.200)｡10kV,
300｡スケールのhAは 10FL.0





































野田畢郎･柳町隆近 (1971):嘱乳類の受精O 細胞 3
(2):ll-21.
ニホンザル中枢神経系の老年変化
雅汝益之 ･只谷久五 ･吉村剛 ･加藤秀明 ･
三上恭史 (吹_p-大 ･医 ･神経析神医学)
三井 榊 (慈圭桁神医学研究所)
は じ め に
大脳の神経病理学的形態学的老年変化は,大脳稔憶の
老人現象に反映される｡
ヒトが年とると身休扱能は袋え.柿神活動は鈍くなる｡
それにつれて初老期から老年にかけて社会環矧 こ対する
適応能力が低下する｡最近はヒトの生命が延長する傾向
に伴い,この適応障害が精神医学の領域で大きな問題と
なっている｡
ニホンザルの寿命がヒトのそれと同様に,これからど
のくらい延びうるかということは大変邦昧あることであ
るが,他方では,郡から脱落せざるをえない老ニホンザ
ルの中枢神経に如何なる病理学的変化が生じ,それが行
動変化と,郡における適応陣苔にどう彩管を及ぼしてい
るかを知ることも田白いことである｡
われわれは本報で.上述の諸問題を忠誠しなから,老
ニホンザル中枢神経に,ヒト老人脳における如き組紙病
理学的老年変化を見山しうるか,もし見山しうるなら,
その程皮とサルの年令との問に如何なる関係があるかを
示そうとするものである｡
もしこうした点が明らかにされれば,nlにニホンザル
中枢神経の老年変化とその生前の行動能力との相互関係
を知りうるのみならず,ヒト中枢神経老化現穀に対する
実験的研究に有力な手懸をうることになるであろう｡
研究資料と方法
研究口料には ､カミナt).,'バッカス.,および ●ヒ
ヨシマル.の3qlのホルマリン固定大脳を用いた｡大脳
はその半球を4つのブロックに前額断し,アルコール.
クロロホルムを経てパラフィンに包埋した｡20-10βの
JT_さで連続標本を作製し, これよりニッスル,Kliver･
Barrera,lIE.vanGieson.FAS,コンゴロート. アル
シアンブルー放色,鉄反応.Kossa反応,および故鈍
の各項木を作った｡研究にmいたニホ1/ザルの年令と老
年期の行動は大要つぎのようである｡
1)カミナリ.班.リー ダー,死亡推定年令は40才前
後｡生前の詳細な枕察は河合 (1971)によってなされて
いるので,ここではその概略を記述する｡死因は胸部打
撲と溺死｡34才頃から性的不能の兆侯を現わした｡かな
り前から視力低下が始まり,死亡の年の春にはさらに増
悪したが,しかしその頃でも,外界の動きの概略を把担
し,ボスとしての見事なふるまいをなしえた｡同年9月
11日には全盲となり,10月26日死亡した｡
2)バッカス,班,リー ダー,死亡推定年令は前記カ
ミナリとほぼ同じの40才位｡ ､バッカス.の行動観察は
四郎 (1971)によって詳しく報告されているので,ここ
ではその1宕Bを記するに止める｡苗崎山A群のボスザル
だったバッカスは推定年令32才tnlにA群節2位オスとな
り,35才時A那節1位オスとなった｡すなわち,バッカ
スは高年にあるいは老境に入って初めてボスになったの
である机 その点れ 20才切からボスになった前記カミ
ナ1)とかなり追う｡しかもカミナT)が死ぬまでボスの座
を守り退したのに.バッカスはもう3年後には節1位オ
スの座を降り,郡から批脱している｡その後捕任され,
1年半後に日本モンキーセンターのケージの中で死亡し
た｡バッカスは,四郷によれば一言にいって ､元気なじ
いさん.であった｡すなわち年令の割には非常によく動
く個体だった机 急激な動きはうまくできず,行動は鈍
く,動かない時はもっぱら眠っていた｡バッカスの性的
挽憶はカミナリよりもやや長く保たれていた｡36才時の
文かなりの身体的宏弱の徴候が現われ,38才時,捕社さ
れた時には休カが衰えていた｡食欲旺盛なのに小さなお
りの中での生活を少しも苦にしていなかった様子は,ヒ
トの老人痴呆を想い出させるものがある｡
3)ヒヨシマル,班,サブリー ダー｡死亡推定年令は
23-24才｡梅に落ちて溺死しかけたところを救われ,人
工呼吸で一命をとりとめたがその後死亡｡7-8才頃か
ら限が悪く,17-18才頃から性交不能となり,21-22才
頃は左眼が白濁｡この年まだリー ダーと協力してサブリ
ーダーの座を保っていた｡死亡の年,左限視力も交え
た ｡
神経病理学的所見
1)カミナ1).脳延115g.丑之田は抜穴白色を正し.粗
大な萎縮や破壊を認めない｡
神経細胞の天塩は不明悦で.胞体内に多皿の朱色色末
が沈着し,核は-側に圧迫されている｡Nissl斑紋は城
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